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ア
メ
リ
カ
労
働
総
同
盟
・
産
別
会

議
（
Ａ
Ｆ
Ｌ
・
Ｃ
Ｉ
Ｏ
）
は
、
労
働

組
合
に
入
っ
て
い
な
い
人
を
対
象
と

し
た
地
域
組
織
「
ワ
ー
キ
ン
グ
・
ア

メ
リ
カ
」
を
、
全
米
五
〇
州
へ
拡
大

す
る
こ
と
を
一
〇
月
二
三
日
に
発
表

し
た
。「
ワ
ー
キ
ン
グ
・
ア
メ
リ
カ
」

に
は
、
現
在
、
三
二
〇
万
人
の
メ
ン

バ
ー
が
い
る
。

戸
口
を
叩
い
て
メ
ン
バ
ー
を

増
や
す

　
「
ワ
ー
キ
ン
グ
・
ア
メ
リ
カ
」
は
、

パ
イ
ロ
ッ
ト
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て

二
〇
〇
三
年
に
一
一
州
で
始
め
ら
れ

た
。
労
働
組
合
に
入
っ
て
い
な
い
人

を
対
象
と
し
て
い
る
た
め
、
組
織
化

の
手
法
も
従
来
と
は
大
き
く
異
な
る

も
の
だ
っ
た
。

　

キ
ャ
ン
バ
サ
ー
と
い
う
名
称
の
組

織
化
担
当
者
を
地
域
に
送
り
、
家
々

の
戸
口
を
一
軒
ず
つ
叩
く
こ
と
が
そ

の
方
法
だ
。
経
済
情
勢
に
関
す
る
会

話
を
し
な
が
ら
、
健
康
保
険
の
加
入

掛
け
金
割
引
サ
ー
ビ
ス
や
、
継
続
的

に
情
報
提
供
を
行
う
こ
と
な
ど
に
よ

り
会
員
数
を
増
や
し
て
き
た
。

　

こ
れ
ま
で
、
そ
の
活
動
は
政
治
目

的
で
あ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。

選
挙
時
期
に
な
る
と
、キ
ャ

ン
バ
サ
ー
の
人
数
を
増
や
し
、

推
薦
す
る
候
補
者
へ
の
投
票

を
呼
び
か
け
た
り
、
特
定
の

政
策
に
つ
い
て
の
支
持
を
メ

ン
バ
ー
に
訴
え
た
り
す
る
な

ど
し
て
き
た
。

　

ワ
ー
キ
ン
グ
ア
メ
リ
カ
の

中
核
的
メ
ン
バ
ー
は
五
ド
ル

の
年
会
費
を
支
払
っ
て
い
る

全
体
の
一
五
％
ほ
ど
だ
。
各

地
域
に
は
キ
ャ
ン
バ
サ
ー
を

束
ね
る
ス
タ
ッ
フ
を
置
き
、

そ
の
下
で
複
数
の
キ
ャ
ン
バ

サ
ー
が
活
動
す
る
。
ス
タ
ッ

フ
は
パ
ー
マ
ネ
ン
ト
で
、

キ
ャ
ン
バ
サ
ー
は
年
間
契
約
と
な
っ

て
い
る
。

　

コ
ア
と
な
っ
て
い
る
活
動
は
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
・
チ
ー

ム
に
よ
る
毎
週
の
会
合
だ
。
そ
こ
で
、

ス
タ
ッ
フ
や
キ
ャ
ン
バ
サ
ー
と
と
も

に
、
中
核
的
メ
ン
バ
ー
が
取
り
組
む

べ
き
課
題
や
、
そ
の
課
題
の
解
決
の

た
め
に
具
体
的
に
何
を
す
る
べ
き
か
、

ど
う
や
っ
て
他
の
メ
ン
バ
ー
を
巻
き

込
ん
で
い
く
か
、
に
つ
い
て
議
論
を

交
わ
し
て
い
る
。

　

現
在
で
は
、
単
な
る
政
治
活
動
だ

け
で
な
く
、
最
低
賃
金
の
引
き
上
げ

や
、
人
間
ら
し
い
生
活
の
で
き
る
賃

金
を
め
ざ
す
リ
ビ
ン
グ
・
ウ
ェ
ッ
ジ

運
動
な
ど
の
活
動
に
範
囲
が
広
が
っ

て
い
る
。

も
は
や
交
渉
単
位
や
職
場
だ

け
で
は
生
き
残
れ
な
い

　

一
〇
年
間
の
試
験
期
間
を
経
て
、

Ａ
Ｆ
Ｌ
・
Ｃ
Ｉ
Ｏ
は「
ワ
ー
キ
ン
グ
・

ア
メ
リ
カ
」
を
本
格
的
に
運
用
す
る

こ
と
を
選
択
し
た
。
そ
の
背
景
に
は

近
年
の
労
働
組
合
へ
の
逆
風
が
あ
る
。

労
働
組
合
の
組
織
率
が
低
く
な
っ
て

い
る
ほ
か
、
派
遣
、
テ
ン
ポ
ラ
リ
ー
、

請
負
と
い
っ
た
よ
う
な
非
典
型
的
な

働
き
方
を
す
る
人
が
増
え
た
め
、
企

業
と
の
団
体
交
渉
の
社
会
へ
の
波
及

効
果
が
弱
く
な
っ
て
い
る
こ
と
が
そ

の
原
因
だ
。

　
「
ワ
ー
キ
ン
グ
・
ア
メ
リ
カ
」
は

労
働
組
合
員
で
は
な
い
人
た
ち
を
地

域
で
直
接
に
メ
ン
バ
ー
と
し
て
き
た

が
、
そ
の
活
動
と
労
働
組
合
と
を
強

く
結
び
つ
け
る
こ
と
で
、
組
織
力
を

強
化
す
る
こ
と
が
め
ざ
さ
れ
て
い
る
。

　

地
域
の
労
働
組
合
組
織
の
施
設
で

さ
ま
ざ
ま
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
す

る
際
に
、「
ワ
ー
キ
ン
グ
・
ア
メ
リ
カ
」

の
メ
ン
バ
ー
を
対
象
と
す
る
も
の
を

加
え
た
り
、
メ
ン
バ
ー
が
働
い
て
い

る
職
場
の
状
況
を
改
善
す
る
こ
と
を

支
援
し
て
い
く
こ
と
が
考
え
ら
れ
て

い
る
。

　

こ
れ
ま
で
に
も
、
教
育
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
実
施
や
労
働
組
合
で
は
な
い
が

働
く
人
の
権
利
を
守
っ
た
り
、
職
業

訓
練
な
ど
を
実
施
す
る
組
織
で
あ
る

ワ
ー
カ
ー
セ
ン
タ
ー
を
立
ち
上
げ
た

り
、
と
い
っ
た
こ
と
な
ど
を
試
験
的

に
実
施
し
て
き
た
。

　

と
く
に
、
労
働
組
合
の
組
織
率
が

低
い
南
部
で
活
動
が
広
が
る
こ
と
が

期
待
さ
れ
て
い
る
。
ニ
ュ
ー
メ
キ
シ

コ
州
の
映
画
産
業
で
は
、
一
〇
〇
〇

人
を
新
し
く
メ
ン
バ
ー
に
し
た
ほ
か
、

テ
キ
サ
ス
州
で
は
、
教
員
を
メ
ン

バ
ー
に
す
る
な
ど
の
成
果
も
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
に
つ
い
て
、

Ａ
Ｆ
Ｌ
・
Ｃ
Ｉ
Ｏ
の
ト
ラ
ム
カ
会
長

は
、「
労
働
運
動
は
も
は
や
交
渉
単
位

や
職
場
だ
け
で
は
生
き
残
る
こ
と
が

で
き
な
い
」
と
発
言
し
て
い
る
。

ナ
シ
ョ
ナ
ル
セ
ン
タ
ー
に
直

接
に
組
織
さ
れ
る
メ
ン
バ
ー

　
「
ワ
ー
キ
ン
グ
・
ア
メ
リ
カ
」
の

設
立
や
運
営
に
か
か
っ
た
経
費
は
、

Ａ
Ｆ
Ｌ
・
Ｃ
Ｉ
Ｏ
が
負
担
し
て
い
る
。

Ａ
Ｆ
Ｌ
・
Ｃ
Ｉ
Ｏ
は
労
働
組
合
の
全

国
組
織
だ
が
、
個
人
を
直
接
の
メ
ン

バ
ー
に
し
て
き
た
わ
け
で
は
な
い
。

個
人
を
メ
ン
バ
ー
と
し
て
い
る
の
は
、

産
業
別
労
働
組
合
で
あ
る
。

　

ア
メ
リ
カ
の
労
働
組
合
は
、
事
業

所
別
の
労
働
者
が
投
票
す
る
こ
と
で

合
法
的
な
団
体
交
渉
権
を
獲
得
す
る

こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
う
え
で
、
産

業
別
労
働
組
合
の
下
部
組
織
に
な
る

と
い
う
階
層
的
な
構
造
に
な
っ
て
い

る
。
そ
の
た
め
、
企
業
ご
と
や
地
域

ご
と
に
も
産
業
別
労
働
組
合
は
活
動

し
て
い
る
。
一
人
ひ
と
り
の
労
働
組

合
員
か
ら
す
れ
ば
、
Ａ
Ｆ
Ｌ
・
Ｃ
Ｉ

Ｏ
は
そ
れ
ほ
ど
身
近
な
組
織
で
は
な

い
。

　
「
ワ
ー
キ
ン
グ
・
ア
メ
リ
カ
」
は
、

そ
の
よ
う
な
階
層
を
超
え
て
、
直
接

に
メ
ン
バ
ー
を
組
織
で
き
る
こ
と
に

な
る
。

　

今
後
に
つ
い
て
は
、
一
八
カ
月
以

内
に
二
二
州
に
拡
大
し
、
五
年
後
の

二
〇
一
八
年
ま
で
に
は
全
米
五
〇
州

へ
拡
大
す
る
予
定
で
あ
る
こ
と
を
Ａ

Ｆ
Ｌ
・
Ｃ
Ｉ
Ｏ
は
発
表
し
て
い
る
。
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ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
グ
レ
ン
ジ
マ

ス
製
油
所
で
、
年
金
制
度
変
更
や
賃

金
凍
結
な
ど
を
め
ぐ
り
労
使
が
対
立
、

一
時
は
経
営
側
が
石
油
化
学
プ
ラ
ン

ト
の
閉
鎖
を
発
表
し
、
従
業
員
八
〇

〇
人
の
解
雇
と
地
域
経
済
へ
の
大
き

な
影
響
が
危
ぶ
ま
れ
た
。
し
か
し
、

労
組
側
が
一
転
し
て
経
営
側
の
案
を

受
け
入
れ
、
閉
鎖
は
回
避
さ
れ
た
。

合
意
内
容
に
は
、
年
金
制
度
の
変
更

や
賃
金
凍
結
の
ほ
か
、
向
こ
う
三
年

間
は
ス
ト
ラ
イ
キ
を
行
わ
な
い
こ
と

な
ど
を
含
む
と
み
ら
れ
る
。

経
営
側
、
年
金
制
度
の
確
定

拠
出
型
へ
の
変
更
や
賃
金
凍

結
な
ど
提
案

　

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
唯
一
の
石
油
化

学
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
で
あ
る
グ
レ
ン

ジ
マ
ス
製
油
所
は
、
製
油
施
設
と
石

油
化
学
プ
ラ
ン
ト
で
従
業
員
一
三
七

〇
人
及
び
契
約
社
員
二
〇
〇
〇
人
余

り
を
雇
用
し
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の

燃
料
需
要
の
大
半
を
担
う（
１
）。

　

今
回
の
労
使
紛
争
は
、
製
油
所
の

労
組
幹
部
が
就
業
時
間
中
に
政
治
活

動
を
行
っ
た
と
の
理
由
で
、
経
営
側

の
イ
ネ
オ
ス
社（
２
）が
同
幹
部
を
停

職
処
分
と
し
た
こ
と
が
直
接
の
原
因

だ
。
処
分
を
受
け
た
労
組
ユ
ナ
イ
ト

（
製
造
業
、
建
設
業
、
運
輸
業
、
公

共
部
門
な
ど
で
労
働
者
一
四
二
万
人

を
組
織
す
る
国
内
最
大
の
産
別
）
の

幹
部
は
、
製
油
所
の
二
五
年
来
の
従

業
員
で
、
製
油
所
の
労
組
議
長
の
ほ

か
、
製
油
所
が
所
在
す
る
フ
ォ
ル

カ
ー
ク
選
挙
区
の
労
働
党
議
長
も
務

め
て
い
た
。同
幹
部
は
、二
〇
一
五
年

に
実
施
予
定
の
総
選
挙
に
向
け
た
同

地
域
の
労
働
党
候
補
者
に
労
組
関
係

者
を
擁
立
す
べ
く
、
自
派
の
党
員
の

拡
大
を
図
っ
て
組
合
員
を
労
働
党
に

勧
誘
、
製
油
所
の
従
業
員
も
こ
れ
に

含
ま
れ
て
い
た
と
み
ら
れ
る（
３
）。労

働
党
本
部
は
事
態
を
重
く
見
て（
４
）、

内
部
調
査
を
実
施
の
う
え
、
結
果
を

現
地
の
警
察
当
局
に
提
供
し
て
捜
査

を
依
頼
、
警
察
署
は
検
証
の
結
果
と

し
て
、
不
正
に
関
す
る
十
分
な
証
拠

は
な
か
っ
た
と
の
判
断
を
七
月
に
示

し
て
い
た
。
し
か
し
、
経
営
側
は
独

自
の
調
査
を
行
う
意
向
を
示
し
、
同

幹
部
に
対
す
る
追
及
を
継
続
し
た
。

　

並
行
し
て
、
経
営
側
は
九
月
二
九

日
に
製
油
所
の
再
生
計
画
を
公
表
し

た
。
新
た
な
設
備
投
資
（
ガ
ス
タ
ー

ミ
ナ
ル
の
建
設
）
に
向
け
た
資
金
調

達
に
政
府
か
ら
の
助
成
を
申
請
す
る

一
方
で
、
製
油
所
の
将
来
の
た
め
に

は
従
業
員
に
も
負
担
を
求
め
る
と
し

て
、
現
行
の
労
働
協
約
に
よ
る
労
働

条
件
の
引
き
下
げ
を
提
案
す
る
内
容

だ
。
製
油
所
は
年
間
一
億
五
〇
〇
〇

万
ポ
ン
ド
の
損
失
を
出
し
て
お
り

（
５
）、
ま
た
年
金
基
金
も
二
億
ポ
ン

ド
の
赤
字
状
態
に
あ
る
と
し
て
、
経

営
側
は
経
費
削
減
の
必
要
を
主
張
、

合
意
が
得
ら
れ
な
け
れ
ば
設
備
投
資

は
行
わ
ず
、
製
油
所
を
閉
鎖
す
る
と

の
方
針
を
示
し
た
。

　

現
地
メ
デ
ィ
ア
に
よ
れ
ば
、
労
働

条
件
引
き
下
げ
案
の
主
な
内
容
は
、

確
定
給
付
制
度
（
最
終
給
与
基
準
年

金
）
か
ら
確
定
拠
出
制
度
へ
の
年
金

制
度
の
変
更
、
二
〇
一
七
年
ま
で
の

賃
金
凍
結
及
び
一
時
金
の
支
給
停
止
、

シ
フ
ト
手
当
や
時
間
外
手
当
の
削
減
、

休
暇
や
解
雇
な
ど
に
関
す
る
条
件
の

切
り
下
げ
、
さ
ら
に
規
模
は
明
確
に

さ
れ
て
い
な
い
が
、
一
定
の
人
員
削

減
が
含
ん
で
い
た
と
み
ら
れ
る
。
年

金
制
度
の
変
更
を
め
ぐ
っ
て
は
、
二

〇
〇
八
年
四
月
に
も
同
種
の
提
案

（
新
規
採
用
者
に
対
す
る
最
終
給
与

基
準
年
金
の
廃
止
、
従
業
員
に
一
定

割
合
の
拠
出
）
を
め
ぐ
っ
て
労
使
紛

争
が
発
生
し
、
四
八
時
間
に
わ
た
る

ス
ト
の
結
果
、
経
営
側
が
提
案
を
撤

回
し
た
経
緯
が
あ
る（
６
）。

労
組
、
プ
ラ
ン
ト
閉
鎖
の
回

避
の
た
め
経
営
案
に
合
意

　

労
組
は
再
生
計
画
の
発
表
に
先

立
っ
て
、
既
に
九
月
二
七
日
に
は
組

合
幹
部
に
対
す
る
処
分
へ
の
抗
議
を

目
的
と
す
る
ス
ト
ラ
イ
キ
の
実
施
を

決
め
、
一
〇
月
初
め
か
ら
時
間
外
労

働
拒
否
な
ど
の
争
議
を
開
始
し
て
い

た
。
こ
れ
に
対
し
て
経
営
側
は
、
ス

ト
が
実
施
さ
れ
れ
ば
安
全
面
に
不
安

が
生
じ
る
と
の
理
由
か
ら
製
油
所
の

操
業
停
止
を
予
告
、
少
な
く
と
も
年

内
の
ス
ト
実
施
は
な
い
と
の
保
証
が

な
け
れ
ば
、
交
渉
に
応
じ
る
こ
と
は

で
き
な
い
と
の
意
向
を
示
し
た
。
一

〇
月
半
ば
に
開
始
さ
れ
た
公
的
な
仲

裁
機
関
（
Ａ
Ｃ
Ａ
Ｓ
）
を
挟
ん
で
の

交
渉
も
決
裂
、
労
組
側
は
年
内
は
ス

ト
を
実
施
し
な
い
と
の
譲
歩
を
行
っ

た
も
の
の
、
経
営
側
は
年
明
け
の
保

証
が
な
け
れ
ば
到
底
受
け
入
れ
ら
れ

な
い
と
し
て
、
一
〇
月
一
六
日
に
製

油
所
の
操
業
を
停
止
し
た
。
加
え
て
、

従
業
員
に
対
し
て
労
働
条
件
切
り
下

げ
に
同
意
す
る
よ
う
直
接
呼
び
か
け
、

期
限
ま
で
に
合
意
し
た
従
業
員
に
は

最
高
で
一
万
五
〇
〇
〇
ポ
ン
ド
の
一

時
金
や
、
確
定
拠
出
年
金
に
お
け
る

雇
用
主
拠
出
の
条
件
の
優
遇
な
ど
を

約
束
し
た
。
労
組
は
、
こ
の
提
案
を

拒
否
す
る
よ
う
組
合
員
に
求
め
た
が
、

経
営
側
の
発
表
に
よ
れ
ば
、
従
業
員

の
お
よ
そ
半
数
（
六
六
五
人
）
が
経

営
側
の
案
を
受
け
入
れ
た
と
い
う
。

し
か
し
、
期
限
内
に
労
組
が
合
意
し

な
か
っ
た
こ
と
を
理
由
に
、
経
営
側

は
一
〇
月
二
二
日
、
石
油
化
学
プ
ラ

ン
ト
を
即
座
に
閉
鎖
・
売
却
し
、
従

業
員
八
〇
〇
人
を
解
雇
す
る
と
の
方

針
を
発
表
し
た
。
さ
ら
に
、
プ
ラ
ン

ト
の
閉
鎖
は
将
来
的
に
製
油
施
設
の

閉
鎖
に
つ
な
が
る
、
と
の
可
能
性
が

示
唆
さ
れ
て
い
た
。

　

経
営
側
の
強
硬
な
姿
勢
に
対
し
て
、

労
組
は
一
転
し
て
プ
ラ
ン
を
受
け
入

れ
る
こ
と
を
決
め
、
こ
れ
に
基
づ
く

対
案
を
提
出
、
経
営
側
が
こ
れ
に
合

意
し
た
こ
と
で
、
同
二
五
日
、
プ
ラ

ン
ト
の
閉
鎖
は
撤
回
さ
れ
た
。
合
意

内
容
の
詳
細
は
不
明
だ
が
、
経
営
側

の
発
表
と
し
て
現
地
メ
デ
ィ
ア
が
伝

え
る
と
こ
ろ
で
は
、
年
金
制
度
の
変

更
、
三
年
間
の
賃
金
凍
結
を
は
じ
め

と
す
る
労
働
条
件
の
切
り
下
げ
の
ほ

か
、
同
じ
く
三
年
間
（
ガ
ス
タ
ー
ミ

ナ
ル
の
建
設
期
間
中
）
は
ス
ト
を
行

わ
な
い
こ
と
、
ま
た
プ
ラ
ン
ト
に
お

け
る
フ
ル
タ
イ
ム
の
専
従
の
廃
止
な

ど
を
含
む（
７
）。
経
営
側
は
今
後
の

整
理
解
雇
の
可
能
性
を
否
定
し
て
い

な
い
。
ま
た
前
後
し
て
、
新
た
な
設

備
投
資
に
関
す
る
政
府
助
成
の
申
請

に
対
し
て
、
イ
ギ
リ
ス
・
ス
コ
ッ
ト

ラ
ン
ド
両
政
府
か
ら
合
計
一
億
三
四

〇
〇
万
ポ
ン
ド
の
助
成
が
実
施
さ
れ

る
こ
と
が
決
ま
っ
た
。

　

な
お
、
紛
争
の
直
接
の
原
因
と

な
っ
た
組
合
幹
部
に
関
し
て
、
経
営

側
は
独
自
の
調
査
結
果
に
基
づ
き
、

懲
戒
委
員
会
の
開
催
を
予
定
し
て
い

た
が
、
同
幹
部
は
こ
れ
に
先
立
っ
て

製
油
所
を
退
職
し
た
。
経
営
側
に
よ

る
調
査
結
果
に
、
不
利
な
内
容
が
含

ま
れ
て
い
た
こ
と
が
一
因
と
み
ら
れ

る（
８
）。

　

経
営
側
に
よ
る
プ
ラ
ン
ト
閉
鎖
の

発
表
以
降
、
メ
デ
ィ
ア
な
ど
で
は
労

組
に
対
す
る
批
判
的
な
意
見
が
多
く

み
ら
れ
た（
９
）。
国
内
最
大
の
産
別

労
組
が
、
伝
統
的
に
労
組
が
強
く
、

組
織
率
も
高
い
職
場
に
お
け
る
争
議

で
敗
北
し
た
こ
と
、
ま
た
背
後
で
誘

引
と
な
っ
た
政
治
活
動
の
内
容
が
明

る
み
に
出
た
こ
と
で
、
一
般
か
ら
の

労
働
組
合
へ
の
関
心
や
支
持
が
一
層

低
下
す
る
の
で
は
な
い
か
と
の
危
惧

の
声
も
出
て
い
る
。

［
注
］

１　

ス
タ
ー
リ
ン
グ
大
学
の
ベ
ル
教
授
に
よ

れ
ば
、
プ
ラ
ン
ト
は
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の

製
造
業
全
体
の
生
産
高
の
八
％
を
占
め
る
。

２　

ス
イ
ス
に
本
部
を
置
く
多
国
籍
企
業

イ
ギ
リ
ス

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
製
油
所
で
労
使
紛
争

―
―
労
組
側
が
全
面
的
敗
北
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派
遣
労
働
者
と
僅
少
労
働
者
（
社

会
保
険
料
負
担
義
務
の
な
い
月
額
収

入
四
五
〇
ユ
ー
ロ
以
下
の
労
働
者
）

の
職
業
継
続
訓
練（W

eiterbildung

）

へ
の
参
加
率
（
二
〇
一
二
年
）
は
、

典
型
労
働
者
の
半
分
に
も
届
か
ず
、

四
人
に
一
人
し
か
参
加
し
て
い
な
い

こ
と
が
、
ド
イ
ツ
・
ベ
ル
テ
ル
ス
マ

ン
財
団
の
調
査
報
告
書
で
わ
か
っ
た
。

こ
の
う
ち
、
派
遣
労
働
者
の
参
加
率

は
二
〇
〇
六
年
の
四
〇
％
台
か
ら
大

幅
に
低
下
し
た
。
い
ま
や
全
就
業
者

の
約
二
二
％
を
占
め
る
ま
で
に
な
っ

た
非
典
型
労
働
者
に
、
キ
ャ
リ
ア
・

ア
ッ
プ
の
機
会
が
与
え
ら
れ
て
い
な

い
ド
イ
ツ
の
現
状
に
つ
い
て
、
報
告

書
は
警
鐘
を
鳴
ら
し
て
い
る
。

全
体
で
は
高
水
準
を
維
持

　

職
業
継
続
訓
練
に
参
加
し
た
者
の

割
合
（
表
）
は
、
労
働
者
全
体
で
こ

れ
を
み
る
と
、二
〇
〇
六
年
は
五
七
・

八
％
、
二
〇
一
二
年
は
五
八
・
九
％

と
、
か
な
り
安
定
的
に
推
移
し
て
い

る
。
し
か
し
、
就
労
形
態
別
（
二
〇

一
二
年
）
で
こ
れ
を
み
る
と
、
典
型

労
働
者
は
約
三
分
の
二
（
六
四
・

〇
％
）
が
過
去
三
年
間
に
職
業
継
続

訓
練
に
参
加
し
た
の
に
対
し
、
非
典

型
労
働
者
は
半
分
弱（
四
七
・
八
％
）

し
か
参
加
し
て
い
な
か
っ
た
。
ま
た
、

非
典
型
労
働
者
の
中
で
も
、
短
時
間

労
働
者
と
有
期
労
働
者
の
参
加
率
は

そ
れ
ぞ
れ
四
八
・
五
％
、
四
八
・
一
％

と
比
較
的
高
か
っ
た
の
に
対
し
、
派

遣
労
働
者
と
僅
少
労
働
者
の
参
加
率

は
そ
れ
ぞ
れ
二
七
・
一
％
、
二
二
・

九
％
と
、
他
の
就
労
形
態
と
の
間
で

大
き
く
値
を
下
げ
て
し
ま
っ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
調
査
結
果
に
対
し
、

ベ
ル
テ
ル
ス
マ
ン
財
団
の
職
業
継
続

訓
練
制
度
専
門
員
で
あ
る
フ
ラ
ン

ク
・
フ
リ
ッ
ク
氏
は
、「
職
業
継
続
訓

練
の
場
に
お
い
て
、
非
典
型
労
働
者

は
不
利
な
状
況
に
置
か
れ
て
い
る
。

そ
の
結
果
、
非
典
型
労
働
者
は
、
自

ら
の
職
業
資
格
を
高
め
る
機
会
が
与

え
ら
れ
て
い
な
い
だ
け
で
な
く
、
典

型
的
な
労
働
関
係
へ
ス
テ
ッ
プ
・

ア
ッ
プ
す
る
可
能
性
を
も
奪
わ
れ
て

い
る
」
と
コ
メ
ン
ト
し
て
い
る
。
さ

ら
に
同
氏
は
、
こ
の
よ
う
な
状
態
が

続
く
と
、
熟
練
労
働
者
不
足
と
い
う

ド
イ
ツ
の
今
日
的
状
況
に
も
良
く
な

い
影
響
を
及
ぼ
す
だ
ろ
う
と
し
て
い

る
。参

加
意
欲
は
非
典
型
労
働
者

の
方
が
む
し
ろ
高
い
傾
向

　

こ
の
よ
う
な
職
業
継
続
訓
練
参
加

率
の
差
異
は
、
キ
ャ
リ
ア
・
ア
ッ
プ

の
機
会
を
得
ら
れ
な
い
こ
と
に
対
す

る
非
典
型
労
働
者
の
不
満
と
し
て
表

に
現
れ
て
い
る
（
図
）。
自
ら
が
持

つ
職
業
継
続
訓
練
へ
の
参
加
と
新
た

な
技
能
修
得
の
可
能
性
に
対
し
て
不

満
を
持
っ
て
い
る
者
は
、
派
遣
労
働

者
と
僅
少
労
働
者
で
は
そ
れ
ぞ
れ
四

一
・
四
％
、
三

九
・
五
％
と
比

較
的
高
か
っ
た

の
に
対
し
、
典

型
労
働
者
で
は

二
四
・
三
％
に

過
ぎ
な
か
っ
た

（
労
働
者
全
体

で
は
二
五
・

二
％
）。

　

こ
の
点
に
つ

い
て
、
ド
イ
ツ

労
働
市
場
・
職

業
研
究
所
（
Ｉ

Ａ
Ｂ
）
研
究
部

門
長
の
ル
ッ

ツ
・
ベ
ル
マ
ン

氏
は
、「
職
業
継

続
訓
練
の
機
会

が
減
れ
ば
減
る

ほ
ど
、
そ
こ
に

参
加
で
き
な
い

こ
と
に
対
す
る

不
満
は
高
く
な

る
傾
向
に
あ
る
。

こ
れ
ま
で
一
般

に
、
非
典
型
労

働
者
は
職
業
継

続
訓
練
へ
参
加

す
る
こ
と
に
無

関
心
で
あ
る
と

い
わ
れ
て
き
た
。

し
か
し
、
そ
の

言
説
は
今
回
の

調
査
に
よ
っ
て

覆
さ
れ
た
。
職

業
訓
練
参
加
率

に
差
異
が
あ
る

で
、
二
〇
〇
六
年
に
Ｂ
Ｐ
か
ら
売
却
を

受
け
た
事
業
の
一
環
と
し
て
、
グ
レ
ン

ジ
マ
ス
製
油
所
を
取
得
。
二
〇
一
〇
年

に
は
税
対
策
の
た
め
、
本
部
を
イ
ギ
リ

ス
国
内
か
ら
ス
イ
ス
に
移
転
し
た
。
な

お
製
油
施
設
は
、
二
〇
一
一
年
に
中
国

石
油
と
の
合
弁
と
な
っ
て
い
る
。

３　

現
地
メ
デ
ィ
ア
に
よ
れ
ば
、
組
合
員

に
対
す
る
党
へ
の
加
入
の
強
制
や
、
本

人
に
知
ら
せ
ず
に
加
入
手
続
き
を
行
っ

た
な
ど
の
疑
い
が
持
た
れ
て
い
た
。
事

態
の
発
覚
後
、
党
本
部
に
対
し
て
組
合

員
二
名
が
労
組
に
よ
る
不
正
（
党
会
費

は
労
組
負
担
で
党
に
加
入
、
労
組
推
薦

の
候
補
者
を
支
持
）
を
証
言
し
て
い
た

（
後
に
証
言
を
撤
回
）。

４　

労
働
党
は
、
最
大
の
ス
ポ
ン
サ
ー
で
あ

る
労
組
の
影
響
力
に
振
り
回
さ
れ
て
い
る

と
見
ら
れ
る
こ
と
を
嫌
っ
て
、
厳
し
い
対

応
を
と
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
な
お
こ
の
件

に
よ
り
、
同
幹
部
並
び
に
労
組
が
支
持
す

る
候
補
者
は
、
一
旦
は
党
員
資
格
を
停
止

さ
れ
（
警
察
当
局
に
よ
る
判
断
を
経
て
九

月
に
解
除
）、
こ
の
間
の
労
働
党
加
入
者

は
候
補
者
選
定
へ
の
関
与
を
禁
止
さ
れ
た
。

ま
た
、
労
組
ユ
ナ
イ
ト
の
委
員
長
な
ら
び

に
労
組
推
薦
の
候
補
者
と
親
交
が
深
か
っ

た
と
さ
れ
る
労
働
党
の
選
挙
対
策
担
当
議

員
が
、
労
働
党
に
よ
る
対
応
を
う
け
て
担

当
を
辞
任
し
て
い
る
。

５　

背
景
と
し
て
、
国
内
で
は
こ
こ
五
年

余
り
で
二
カ
所
の
製
油
所
が
閉
鎖
あ
る

い
は
操
業
を
停
止
し
て
お
り
、
燃
料
需

要
の
シ
フ
ト
（
ガ
ソ
リ
ン
か
ら
デ
ィ
ー

ゼ
ル
燃
料
や
天
然
ガ
ス
へ
）
に
対
す
る

対
応
の
遅
れ
な
ど
が
要
因
と
し
て
指
摘

さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
グ
レ
ン
ジ
マ

ス
製
油
所
の
財
務
状
況
に
関
す
る
経
営

側
の
主
張
に
は
疑
い
の
声
も
多
く
、
実

際
に
は
む
し
ろ
年
数
億
ポ
ン
ド
の
利
益

が
出
て
い
る
と
も
推
測
さ
れ
て
い
る
。

６　

二
〇
〇
九
年
一
月
ま
で
続
い
た
協
議

の
結
果
、
最
終
給
与
基
準
年
金
を
引
き

続
き
新
規
採
用
者
に
も
適
用
す
る
一
方
、

新
た
に
従
業
員
側
も
一
定
の
拠
出
を
行

う
こ
と
（
従
来
は
従
業
員
負
担
な
し
）

が
合
意
さ
れ
た
。

７　

労
働
運
動
関
連
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

（W
orkers' L

iberty

）
が
よ
り
具
体
的

な
内
容
と
し
て
伝
え
る
と
こ
ろ
に
よ
れ

ば
、
年
金
制
度
に
つ
い
て
は
確
定
拠
出

型
に
変
更
の
う
え
労
働
者
側
の
拠
出
率

引
き
上
げ
、
シ
フ
ト
手
当
は
年
間
一
万

ポ
ン
ド
か
ら
七
五
〇
〇
ポ
ン
ド
へ
の
削

減
、
解
雇
手
当
は
法
定
下
限
額
へ
の
削

減
―
―
な
ど
。
ま
た
、
製
油
所
の
フ
ル

タ
イ
ム
の
労
組
議
長
を
パ
ー
ト
タ
イ
ム

に
変
更
し
、
団
体
交
渉
で
扱
う
べ
き
内

容
も
縮
小
す
る
な
ど
、
向
こ
う
三
年
間

の
無
ス
ト
合
意
と
併
せ
て
労
組
の
交
渉

力
を
大
幅
に
削
ぐ
内
容
と
み
ら
れ
る
。

な
お
、
先
の
経
営
側
の
提
案
に
期
限
ま

で
に
合
意
し
た
従
業
員
に
は
、
一
時
金

の
支
給
や
年
金
積
立
に
関
す
る
有
利
な

条
件
が
適
用
さ
れ
る
一
方
、
合
意
し
な

か
っ
た
労
働
者
は
一
旦
雇
用
関
係
を
解

除
さ
れ
、
よ
り
条
件
の
悪
い
新
た
な
確

定
拠
出
年
金
が
適
用
さ
れ
る
と
い
う
。

８　

経
営
側
は
、
警
察
当
局
や
一
部
メ
デ
ィ

ア
に
対
し
て
、
労
組
幹
部
の
製
油
所
に
お

け
る
電
子
メ
ー
ル
の
記
録
を
提
供
、
こ
の

中
に
、
先
の
選
挙
候
補
者
選
定
に
関
す
る

調
査
妨
害
の
証
拠
が
含
ま
れ
て
い
た
（
労

組
に
不
利
な
証
言
を
行
っ
た
組
合
員
に
対

し
て
、
証
言
を
撤
回
す
る
よ
う
働
き
か
け

て
い
た
）、と
報
じ
ら
れ
て
い
る
。
報
道
を

受
け
て
、
労
働
党
に
対
し
て
再
調
査
を
要

請
す
る
声
が
党
内
外
か
ら
強
ま
っ
て
い
る

が
、
党
本
部
は
そ
の
可
能
性
を
否
定
し
て

い
る
。
な
お
同
幹
部
は
、
地
域
の
労
働
党

議
長
の
職
も
辞
す
る
意
向
を
示
し
て
い
る
。

９　

キ
ャ
メ
ロ
ン
首
相
も
議
会
に
お
い
て
、

「
な
ら
ず
者
」
の
労
組
活
動
家
が
あ
や

う
く
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
石
油
業
を
屈

服
さ
せ
、
プ
ラ
ン
ト
閉
鎖
を
招
い
て
八

〇
〇
人
の
従
業
員
の
雇
用
を
犠
牲
に
し

か
け
た
と
し
て
、
労
組
を
強
く
非
難
し
た
。

【
参
考
資
料
】
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ド 

イ 

ツ

派
遣
・
僅
少
労
働
者
の
職
業
継
続
訓
練
へ

の
参
加
は
四
人
に
一
人

表　就労形態別にみる職業継続訓練参加率（％）

参加率

全体 典型 非典型 有期 短時間 派遣 僅少

2006 2012 2006 2012 2006 2012 2006 2012 2006 2012 2006 2012 2006 2012

57.8 58.9 62.2 64.0 48.1 47.8 44.1 48.1 48.2 48.5 43.2 27.1 22.8 22.9

資料出所：BIBB/BAuA-Erwerbstätigenbefragung 2005/06 und 2011/12をもとにベルテルスマン財団が作成。
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図　就労形態別にみる職業訓練参加率とその不満
度との関係（％）

こ
と
の
原
因
は
、
労
働
者
側
の
参
加

意
欲
に
あ
る
の
で
は
な
い
。
企
業
側

が
労
働
者
ら
の
潜
在
的
能
力
を
無
駄

に
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
非
典
型
労

働
者
は
む
し
ろ
、
職
業
継
続
訓
練
に

参
加
す
る
こ
と
を
よ
り
強
く
望
ん
で

い
る
」
と
コ
メ
ン
ト
し
て
い
る
。

貧
困
層
が
固
定
化
す
る
お
そ

れ
も

　

こ
の
よ
う
な
職
業
継
続
訓
練
へ
の

参
加
率
は
、
資
格
が
低
く
な
れ
ば
な

る
ほ
ど
、
そ
し
て
低
賃
金
に
な
れ
ば

な
る
ほ
ど
、
さ
ら
に
低
く
な
る
と
同

調
査
報
告
書
は
指
摘
し
て
い
る
。
高

資
格
を
有
す
る
労
働
者
は
、
労
働
者

全
体
で
六
一
・
〇
％
、
非
典
型
労
働

者
で
五
一
・
〇
％
が
職
業
継
続
訓
練

に
参
加
し
て
い
る
の
に
対
し
、
低
資

格
し
か
有
し
な
い
労
働
者
は
、
労
働

者
全
体
で
三
五
・
二
％
、
非
典
型
労

働
者
で
二
六
・
四
％
し
か

職
業
継
続
訓
練
に
参
加
し

て
い
な
か
っ
た
。
そ
し
て
、

非
典
型
労
働
者
の
う
ち
手

取
り
報
酬
七
〇
〇
ユ
ー
ロ

以
上
の
者
は
、
失
業
者
に

占
め
る
職
業
教
育
訓
練
参

加
者
の
割
合
よ
り
も
男
性

で
二
・
九
ポ
イ
ン
ト
、
女

性
で
六
・
八
ポ
イ
ン
ト
そ

れ
ぞ
れ
高
か
っ
た
の
に
対

し
、
同
七
〇
〇
ユ
ー
ロ
未

満
の
者
で
は
男
性
で
五
・

七
％
、
女
性
で
三
・
五
％

そ
れ
ぞ
れ
低
か
っ
た
。

　

こ
の
点
に
つ
い
て
、
ベ

ル
マ
ン
氏
は
、「
こ
の
ま
ま

で
は
社
会
的
な
立
場
が
そ
れ
ぞ
れ
固

定
化
し
、
結
果
、
プ
レ
カ
リ
ア
ー
ト

（
不
安
定
・
低
賃
金
労
働
者
）
層
が

そ
こ
に
定
着
化
せ
ざ
る
を
得
な
い
と

い
う
状
況
を
招
き
か
ね
な
い
。
そ
し

て
、
そ
の
影
響
は
も
ち
ろ
ん
雇
用
そ

の
も
の
だ
け
で
な
く
、
社
会
保
障
コ

ス
ト
の
増
大
に
ま
で
及
ぶ
こ
と
に
な

る
」
と
コ
メ
ン
ト
し
て
い
る
。

【
参
考
資
料
】
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B
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）

　

エ
ロ
ー
首
相
は
、
八
月
二
七
日
、

公
的
年
金
制
度
の
改
革
案
を
発
表
し

た
。
満
額
受
給
に
必
要
な
保
険
料
拠

出
期
間
を
現
行
の
四
一
・
五
年
か
ら

段
階
的
に
延
長
し
二
〇
三
五
年
に
は

四
三
年
と
す
る
こ
と
や
、
二
〇
一
七

年
ま
で
に
保
険
料
率
を
〇
・
六
ポ
イ

ン
ト
引
き
上
げ
る
こ
と
な
ど
を
主
な

柱
と
し
て
い
る
。
産
休
中
の
女
性
、

研
修
期
間
中
の
若
年
者
、
重
労
働
従

事
者
へ
の
新
た
な
仕
組
み
の
導
入
、

保
険
料
率
引
き
上
げ
の
労
使
負
担
の

一
律
性
、
年
金
受
給
者
に
対
す
る
負

担
な
ど
を
盛
り
込
み
、
公
平
性
に
配

慮
し
た
改
革
案
で
あ
る
こ
と
を
政
府

は
強
調
し
て
い
る
。

公
的
年
金
の
赤
字
は
一
四
〇

億
ユ
ー
ロ
（
二
〇
一
一
年
）

　

フ
ラ
ン
ス
の
公
的
年
金
制
度
は
賦

課
方
式
で
運
営
さ
れ
て
お
り
、
赤
字

額
は
二
〇
一
一
年
時
点
で
お
よ
そ
一

四
〇
億
ユ
ー
ロ
に
達
し
て
い
る
。
制

度
改
正
を
行
わ
な
い
場
合
、
赤
字
額

は
二
〇
二
〇
年
に
二
〇
七
億
ユ
ー
ロ
、

二
〇
四
〇
年
に
は
二
六
六
億
ユ
ー
ロ

に
達
す
る
見
込
み
で
あ
る
。
赤
字
削

減
を
目
的
と
し
た
制
度
の
改
革
の
た

め
、
七
月
四
日
か
ら
政
府
は
労
使
代

表
と
本
格
的
な
協
議
を
始
め
た
。
政

府
側
か
ら
満
額
受
給
に
必
要
な
保
険

料
拠
出
期
間
の
延
長
の
意
向
が
示
さ

れ
労
使
代
表
と
意
見
交
換
し
た
結
果
、

八
月
二
七
日
、
公
的
年
金
制
度
の
改

正
案
が
発
表
さ
れ
た
。
九
月
一
八
日

に
は
、
発
表
内
容
を
盛
り
込
ん
だ
法

案
が
閣
議
決
定
さ
れ
た
。
そ
の
主
な

内
容
は
、
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

満
額
受
給
に
必
要
な
保
険
料

拠
出
期
間
を
一
年
半
延
長

　

現
行
制
度
で
は
年
金
を
満
額
受
給

す
る
た
め
に
必
要
な
保
険
料
拠
出
期

間
は
、
四
一
・
五
年
（
一
九
五
五
年

以
降
に
生
ま
れ
た
者
）
で
あ
る
。
公

的
年
金
支
給
開
始
年
齢
（
六
二
歳
へ

引
き
上
げ
中（
１
））
に
達
し
た
者
は

公
的
年
金
を
受
給
す
る
こ
と
が
可
能

で
あ
る
が
、
満
額
受
給
す
る
た
め
に

必
要
な
保
険
料
拠
出
期
間
（「
み
な

し
期
間
」
も
含
む
、
後
述
）
を
満
た

し
て
い
な
け
れ
ば
、
年
金
が
減
額
さ

れ
る
。
今
回
の
改
正
法
案
で
は
、
こ

の
満
額
受
給
す
る
た
め
に
必
要
な
保

険
料
拠
出
期
間
を
、
段
階
的
に
延
長

す
る
こ
と
に
な
る
。
具
体
的
に
は
、

二
〇
二
〇
年
以
降
、
三
年
毎
に
１
四

半
期
ず
つ
延
長
さ
れ
る
。
そ
の
結
果
、

二
〇
三
五
年
に
は
四
三
年
（
一
九
七

三
年
以
降
に
生
ま
れ
た
者
）
と
な
る
。

保
険
料
率
の
〇
・
三
ポ
イ
ン

ト
引
き
上
げ

　

公
的
年
金
制
度
の
保
険
料
率
（
民

間
企
業
で
働
く
雇
用
労
働
者
が
加
入

す
る「
一
般
制
度
」
の
場
合
）は
、
現

在
、「
社
会
保
険
料
賦
課
対
象
最
高
賃

金
基
準
額
」（
２
）ま
で
の
賃
金
額
（
二

〇
一
三
年
で
月
額
三
〇
八
六
ユ
ー

ロ
）
に
対
し
て
、
使
用
者
負
担
分
が

八
・
四
％
、
労
働
者
負
担
分
が
六
・

七
五
％
、
賃
金
総
額
（
上
限
な
し
）

に
対
し
て
、
使
用
者
負
担
分
が
一
・

六
％
、
労
働
者
負
担
分
が
〇
・
一
％

と
な
っ
て
い
る
。

　

今
回
の
改
正
で
は
、
保
険
料
率
が

労
働
者
負
担
分
、
使
用
者
負
担
分
共

に
、
二
〇
一
四
年
に
〇
・
一
五
ポ
イ

ン
ト
ず
つ
、
二
〇
一
五
年
か
ら
二
〇

一
七
年
に
か
け
て
は
〇
・
〇
五
ポ
イ

ン
ト
ず
つ
引
き
上
げ
ら
れ
る
。
そ
の

結
果
、
二
〇
一
七
年
の
保
険
料
率
は
、

労
使
と
も
に
、
現
行
よ
り
〇
・
三
ポ

イ
ン
ト
引
き
上
げ
ら
れ
る
こ
と
と
な

る
。
こ
の
引
き
上
げ
は
、
民
間
企
業

で
働
く
雇
用
労
働
者
が
加
入
す
る

「
一
般
制
度
」
だ
け
で
な
く
、
公
務

員
を
対
象
と
し
た
公
的
年
金
制
度
な

ど
を
含
む
全
て
の
制
度
で
実
施
さ
れ

る
。「

重
労
働
予
防
個
人
勘
定
」

の
創
設

　

重
労
働
（
騒
音
や
機
械
の
振
動
を

受
け
る
職
種
、
危
険
な
化
学
薬
品
を

扱
う
職
種
、
粉
塵
や
煤
煙
に
晒
さ
れ

る
職
種
、夜
勤
な
ど
）（
３
）へ
の
過
度

の
従
事
を
防
ぐ
こ
と
や
、
そ
れ
に
対

す
る
補
償
を
年
金
制
度
を
通
じ
て
行

う
た
め
、「
重
労
働
予
防
個
人
勘
定
」

（
４
）を
創
設
す
る
こ
と
に
な
る
（
二

〇
一
五
年
一
月
一
日
よ
り
施
行
予

定
）。

　

こ
の
「
重
労
働
予
防
個
人
勘
定
」

は
、
重
労
働
に
従
事
す
る
全
て
の
民

間
部
門
の
雇
用
労
働
者
が
対
象
と
な

フ
ラ
ン
ス

公
的
年
金
制
度
改
革
案
を
発
表
―
―
保
険

料
拠
出
期
間
延
長
や
公
平
性
へ
の
配
慮
も
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ベルテルスマン財団が作成。
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る
（
公
的
部
門
は
対
象
外
）。
重
労

働
の
内
容
に
よ
り
、
１
四
半
期
当
た

り
一
～
二
ポ
イ
ン
ト
付
与
さ
れ
る
。

蓄
積
さ
れ
た
ポ
イ
ン
ト
は
、
重
労
働

へ
の
過
度
の
従
事
を
防
ぐ
こ
と
と
重

労
働
に
従
事
し
た
こ
と
に
対
す
る
補

償
に
使
わ
れ
る
。
具
体
的
に
は
、
最

初
の
二
〇
ポ
イ
ン
ト
は
、
職
業
訓
練

に
利
用
さ
れ
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら

れ
る
（
職
業
訓
練
費
を
ポ
イ
ン
ト
と

し
て
企
業
の
拠
出
で
支
払
う
こ
と
と

考
え
ら
れ
る
）。
す
な
わ
ち
、
職
業

訓
練
を
受
け
重
労
働
で
な
い
職
種
へ

転
換
す
る
こ
と
を
意
図
し
て
い
る
。

ま
た
、
重
労
働
に
対
す
る
補
償
と
し

て
、
労
働
市
場
か
ら
引
退
す
る
前
に

パ
ー
ト
タ
イ
ム
で
の
就
業
に
変
更
し

た
場
合
で
も
収
入
は
そ
れ
ま
で
の
額

を
維
持
す
る
よ
う
に
す
る
か
、
最
大

で
二
年
前
倒
し
し
て
年
金
生
活
に
入

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
後

者
の
場
合
、
一
〇
ポ
イ
ン
ト
で
１
四

半
期
、
年
金
受
給
開
始
を
前
倒
し
す

る
こ
と
が
で
き
る
。
年
金
支
給
開
始

年
齢
が
近
づ
い
て
い
る
高
年
齢
労
働

者
に
対
し
て
は
、
獲
得
ポ
イ
ン
ト
を

二
倍
に
し
、
最
初
の
二
〇
ポ
イ
ン
ト

を
職
業
訓
練
に
費
や
す
義
務
を
免
除

す
る
と
い
う
経
過
措
置
が
と
ら
れ
る
。

　

な
お
、
こ
の
「
重
労
働
予
防
個
人

勘
定
」
に
必
要
な
財
源
は
、
報
道
に

よ
る
と
（
重
労
働
に
従
事
す
る
従
業

員
を
持
つ
）
企
業
が
拠
出
す
る
こ
と

に
な
る
と
さ
れ
て
い
る
が
、
具
体
的

な
内
容
は
不
明
で
あ
る
。

年
金
保
険
料
拠
出
期
間
の
扱

い
の
変
更

　

今
回
の
改
正
で
、
満
額
受
給
す
る

た
め
に
必
要
な
保
険
料
拠
出
期
間
が

延
長
さ
れ
る
た
め
、
満
た
す
こ
と
が

で
き
な
い
者
が
増
加
す
る
こ
と
も
考

え
ら
れ
る
。
そ
れ
に
対
す
る
方
策
と

し
て
、
実
際
に
は
保
険
料
を
納
付
し

な
い
も
の
の
、
保
険
料
拠
出
と
見
な

す
期
間
を
拡
大
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

出
産
休
暇
中
、
短
時
間
・
低
賃
金
労

働
者
、
研
修
を
受
け
た
求
職
者
、
見

習
制
度
利
用
者
が
該
当
す
る
。

出
産
休
暇
期
間
の
す
べ
て
が

拠
出
期
間
に

　

フ
ラ
ン
ス
で
は
出
産
休
暇
中
は
原

則
と
し
て
賃
金
が
支
払
わ
れ
な
い
。

そ
の
た
め
、
年
金
保
険
料
を
拠
出
せ

ず
本
来
な
ら
保
険
料
期
間
と
は
な
ら

な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
現
在
、
出

産
休
暇
の
う
ち
、
２
四
半
期
の
み
が

保
険
料
拠
出
期
間
と
し
て
見
な
さ
れ

て
い
る
。
こ
れ
が
二
〇
一
四
年
一
月

一
日
以
降
は
、
出
産
休
暇
の
全
て
の

期
間
が
保
険
料
拠
出
期
間
と
見
な
さ

れ
る
。
こ
れ
に
よ
り
複
数
の
子
供
を

持
つ
女
性
が
恩
恵
を
受
け
る
こ
と
と

な
る
上
に
、
男
性
に
比
べ
て
低
い
女

性
の
年
金
額
の
改
善
に
も
つ
な
が
る
。

　

な
お
、
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
出
産
休

暇
中
は
医
療
保
険
制
度
か
ら
出
産
休

暇
手
当（
５
）が
支
給
さ
れ
る
（
従
前

賃
金
に
比
例
、
上
下
限
額
あ
り
）。

ま
た
、
出
産
休
暇
期
間
は
生
ま
れ
て

く
る
予
定
の
子
供
の
数
や
既
に
養
育

中
の
子
供
の
数
に
よ
り
異
な
り
一
六

週
間
か
ら
四
八
週
間
で
あ
る
。

週
一
一
時
間
就
労
で
も
拠
出

期
間
に

　

現
在
、１
四
半
期
に
最
低
賃
金（
Ｓ

Ｍ
Ｉ
Ｃ
）
で
二
〇
〇
時
間
就
業
し
た

場
合
の
賃
金
相
当
額
の
支
払
い
が

あ
っ
た
時
の
み
、
１
四
半
期
の
保
険

料
拠
出
期
間
と
見
な
さ
れ
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
賃
金
額
が
Ｓ
Ｍ
Ｉ
Ｃ
の

者
が
、
１
四
半
期
に
就
業
時
間
が
二

〇
〇
時
間
未
満
で
あ
れ
ば
、
そ
の
１

四
半
期
は
保
険
料
を
拠
出
し
た
期
間

と
は
見
な
さ
れ
て
い
な
い
。
今
回
の

改
正
案
で
は
１
四
半
期
に
最
低
賃
金

Ｓ
Ｍ
Ｉ
Ｃ
で
一
五
〇
時
間
就
業
し
た

場
合
の
賃
金
相
当
額
の
支
払
い
が

あ
っ
た
時
に
、
１
四
半
期
の
保
険
料

拠
出
期
間
と
見
な
す
こ
と
に
変
更
さ

れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
例
え
ば
１
四

半
期
の
う
ち
、
繁
忙
月
の
一
カ
月
間

の
一
五
〇
時
間
の
み
就
業
し
た
場
合

で
も
、
１
四
半
期
の
保
険
料
拠
出
期

間
と
見
な
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
同

様
に
、
短
時
間
の
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労

働
者
、
例
え
ば
、
週
に
一
日
半
（
一

一
時
間
半
）
し
か
就
業
し
な
い
者
で

も
、
保
険
料
拠
出
期
間
と
し
て
見
な

さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
に
よ
り

短
時
間
・
低
賃
金
労
働
者
が
必
要
な

保
険
料
拠
出
期
間
の
確
保
が
可
能
に

な
る
。

研
修
期
間
を
拠
出
期
間
に

　

失
業
保
険
制
度
に
よ
る
失
業
手
当

の
受
給
権
の
な
い
求
職
者
（
主
に
長

期
失
業
者
）
は
、
職
業
訓
練
の
一
環

と
し
て
研
修
を
受
け
た
場
合
、
現
行

制
度
で
は
研
修
期
間
は
保
険
料
拠
出

期
間
と
し
て
み
な
さ
れ
な
い
。
今
回

の
改
正
で
は
、
五
〇
日
の
研
修
期
間

で
、
１
四
半
期
の
保
険
料
拠
出
期
間

と
み
な
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の

改
正
は
、
五
〇
日
間
完
全
に
失
業
し

て
い
る
場
合
に
、
１
四
半
期
の
保
険

料
拠
出
期
間
と
見
な
さ
れ
る
と
い
う

現
行
制
度
に
対
し
て
、
再
就
職
に
向

け
て
努
力
し
て
い
る
者
が
、
完
全
に

失
業
し
て
い
る
者
よ
り
年
金
保
険
料

拠
出
期
間
に
関
し
て
不
利
な
扱
い
を

受
け
て
い
る
現
状
が
解
消
さ
れ
る
こ

と
に
な
る
。

見
習
期
間
の
す
べ
て
が
拠
出

期
間
に

　

就
労
活
動
へ
の
定
着
を
め
ざ
し
た

見
習
制
度（
６
）が
あ
り
、
現
在
お
よ

そ
四
〇
万
人
が
利
用
し
て
い
る
。
現

行
で
は
、
た
と
え
ば
見
習
期
間
が
二

年
の
場
合
、
一
年
で
１
四
半
期
の
保

険
料
拠
出
期
間
、
二
年
で
３
四
半
期

（
一
年
目
の
１
四
半
期
＋
二
年
目
は

２
四
半
期
）
と
見
な
さ
れ
て
い
る
が
、

そ
れ
が
改
正
案
で
は
見
習
の
期
間
す

べ
て
が
保
険
料
拠
出
期
間
と
見
な
さ

れ
よ
う
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、
先
の

例
の
場
合
、
８
四
半
期
の
保
険
料
拠

出
期
間
と
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。

課
税
強
化
と
年
金
増
額
改
定

日
の
先
延
ば
し

　

年
金
受
給
者
の
う
ち
、
子
供
を
三

人
以
上
養
育
し
た
親
に
支
給
さ
れ
て

い
る
割
増
年
金
部
分
（
一
〇
％
割
増

さ
れ
る
）
に
対
し
て
、
所
得
税
が
課

税
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
（
現
在
は
、

非
課
税
）。
ま
た
、年
金
額
の
改
定
を
、

現
在
の
毎
年
四
月
一
日
か
ら
一
〇
月

一
日
に
遅
ら
せ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、

毎
年
の
年
金
額
の
増
額
が
六
ヶ
月
遅

れ
る
こ
と
と
な
り
、
歳
出
増
が
先
延

ば
し
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し

な
が
ら
、
高
齢
者
最
低
所
得
保
証
給

付
制
度（
７
）は
先
延
ば
し
対
象
か
ら

除
か
れ
る
（
後
述
）。

公
平
性
や
景
気
回
復
へ
の
配
慮

　

政
府
に
よ
る
と
、
こ
の
年
金
制
度

の
改
正
は
、
賦
課
方
式
で
の
公
的
年

金
制
度
の
財
政
を
二
〇
二
〇
年
に
均

衡
さ
せ
、
そ
の
後
、
二
〇
年
に
渡
っ

て
安
定
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
に
し
て

い
る
。

　

年
金
の
満
額
受
給
に
必
要
な
保
険

料
拠
出
期
間
の
延
長
と
い
う
方
策
を

と
っ
た
の
は
、（
前
政
権
が
実
施
し

た
）
若
く
し
て
職
業
活
動
を
開
始
し

た
者
に
と
っ
て
ペ
ナ
ル
テ
ィ
ー
と
な

る
公
的
年
金
の
支
給
開
始
年
齢
を
引

き
上
げ
る
の
を
避
け
た
た
め
で
あ
る
。

　

ま
た
、
負
担
の
増
加
に
つ
い
て
も

公
平
性
を
確
保
し
て
い
る
と
政
府
は

強
調
す
る
。
保
険
料
率
は
引
き
上
げ

ら
れ
る
が
、
労
働
者
及
び
使
用
者
の

負
担
分
の
引
き
上
げ
幅
は
同
一
で
あ



海外労働事情

Business Labor Trend 2013.12

53

り
、
加
え
て
こ
の
引
き
上
げ
は
全
て

の
制
度
が
対
象
と
な
っ
て
い
る
。
そ

の
上
、
年
金
へ
の
課
税
強
化
や
改
定

日
の
変
更
等
が
盛
り
込
ま
れ
て
お
り
、

公
的
年
金
制
度
の
改
正
・
改
革
で
は

初
め
て
、
年
金
受
給
者
に
も
負
担
を

求
め
る
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
女
性
（
出
産
休
暇
）
や

重
労
働
に
従
事
し
た
労
働
者
、
若
年

者
（
研
修
や
見
習
）
に
配
慮
し
て
お

り
、
様
々
な
不
公
平
を
解
消
す
る
こ

と
も
今
回
の
改
正
で
実
現
さ
れ
る
と

強
調
し
て
い
る
。

　

そ
れ
ら
に
加
え
て
、
満
額
受
給
す

る
た
め
に
必
要
な
保
険
料
拠
出
期
間

の
延
長
は
、
二
〇
二
〇
年
以
降
に
年

金
受
給
を
開
始
す
る
世
代
に
の
み
適

用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
年
金
受
給

が
近
づ
い
て
い
る
者
に
も
、
そ
の
計

画
が
狂
わ
な
い
よ
う
に
配
慮
し
た
と

し
て
い
る
。
ま
た
、
企
業
の
実
質
的

な
負
担
増
は
二
〇
一
五
年
以
降
と
し

て
お
り
、
雇
用
創
出
や
回
復
途
上
の

景
気
へ
の
悪
影
響
を
防
ぐ
た
め
、
二

〇
一
四
年
に
、
企
業
の
労
務
費
負
担

の
増
加
を
求
め
な
い
こ
と
と
な
っ
た
。

労
使
の
反
応
と
そ
の
後
の
政

府
の
対
応

　

こ
の
年
金
制
度
改
正
案
に
対
し
て
、

経
営
者
団
体
の
フ
ラ
ン
ス
企
業
運
動

（
Ｍ
Ｅ
Ｄ
Ｅ
Ｆ
）
は
、「
構
造
的
な
改

革
で
は
な
い
」（
Ｍ
Ｅ
Ｄ
Ｅ
Ｆ
発
表
の

声
明
）
と
し
、
批
判
的
で
あ
る
。
Ｍ

Ｅ
Ｄ
Ｅ
Ｆ
の
ピ
エ
ー
ル
・
ガ
タ
ズ
会

長
は
、「
政
府
（
案
）
は
、
課
税
強
化

の
み
で
、
〇
・
一
ポ
イ
ン
ト
の
保
険

料
率
引
き
上
げ
で
、
五
年
で
五
〇
〇

〇
人
の
失
業
者
が
増
加
す
る
」（
８
）

と
の
懸
念
を
表
明
し
た
。

　

そ
こ
で
、
ピ
エ
ー
ル
・
モ
ス
コ

ヴ
ィ
ッ
チ
経
済
・
財
政
相
は
、
公
的

年
金
制
度
の
保
険
料
率
の
引
き
上
げ

は
維
持
す
る
も
の
の
、
家
族
手
当
制

度
の
保
険
料
率
を
引
き
下
げ
る
こ
と

で
、
使
用
者
負
担
が
増
加
し
な
い
対

策
を
表
明
し
た（
９
）。
こ
れ
は
、
二

〇
一
四
年
か
ら
、
現
政
権
の
任
期
満

了
（
二
〇
一
七
年
）
ま
で
の
予
定
で
、

社
会
保
障
財
源
法
案
に
盛
り
込
む
予

定
に
し
て
い
る
。

　

こ
の
措
置
に
対
し
て
、
改
正
案
に

反
対
し
て
い
る
労
働
組
合
か
ら
は
、

労
働
者
の
負
担
は
重
く
な
る
の
に
対

し
て
、
使
用
者
の
負
担
が
変
わ
ら
な

い
と
批
判
し
て
い
る
。
公
的
年
金
制

度
の
改
正
案
に
賛
意
を
示
し
て
い
る

フ
ラ
ン
ス
民
主
労
働
総
同
盟
（
Ｃ
Ｆ

Ｄ
Ｔ
）
も
、「
保
険
料
率
引
き
上
げ
に

対
す
る
企
業
へ
補
償
が
あ
る
の
で
あ

れ
ば
、
労
働
者
へ
の
補
償
も
あ
る
べ

き
で
あ
る
」（
ベ
ル
ジ
ェ
総
書
記
）
と

し
て
お
り
、
今
後
、
社
会
保
障
財
源

を
協
議
す
る
場
で
、
主
張
し
て
い
く

意
向
で
あ
る
。

　

労
働
組
合
の
賛
否
は
、
大
き
く
分

か
れ
た
。労
働
総
同
盟（
Ｃ
Ｇ
Ｔ
）、労

働
者
の
力（
Ｆ
Ｏ
）、統
一
労
働
組
合

連
盟（
Ｆ
Ｓ
Ｕ
）、連
帯（S

olidaires

）

は
、
政
府
の
改
正
案
に
反
対
の
意
向

を
表
明
し
た
。
Ｃ
Ｇ
Ｔ
に
よ
る
と
、

こ
の
改
正
は
「
若
年
者
に
不
利
な
改

革
」で
あ
る
と
し
て
い
る
。こ
れ
に
対

し
て
、
他
の
労
働
組
合
、
Ｃ
Ｆ
Ｄ
Ｔ
、

フ
ラ
ン
ス
キ
リ
ス
ト
教
労
働
者
同
盟

（
Ｃ
Ｆ
Ｔ
Ｃ
）、
管
理
職
総
同
盟
（
Ｃ

Ｇ
Ｃ
）、
独
立
組
合
全
国
連
合
（
Ｕ

Ｎ
Ｓ
Ａ
）
は
、
こ
の
改
正
案
は
使
用

者
に
も
負
担
を
強
い
て
い
る
こ
と
な

ど
か
ら
、「
受
け
入
れ
ら
れ
る
」（
Ｃ
Ｆ

Ｔ
Ｃ
の
声
明
）
内
容
と
し
て
い
る
。

　

た
だ
、
毎
年
の
年
金
額
の
改
定
を

遅
ら
せ
る
こ
と
は
、
年
金
額
の
増
額

の
先
延
ば
し
を
意
味
す
る
が
、
こ
れ

に
つ
い
て
は
、
Ｃ
Ｆ
Ｄ
Ｔ
な
ど
か
ら

批
判
が
上
が
っ
た
。
そ
の
た
め
、
低

年
金
者
に
配
慮
す
る
た
め
、
高
齢
者

最
低
所
得
保
証
給
付
制
度
の
支
給
額

改
定
は
、
従
来
通
り
四
月
一
日
に
実

施
さ
れ
る
こ
と
を
、
ト
ゥ
ー
レ
ー
ヌ

厚
生
相
が
発
表
し
た（
10
）。

反
対
の
声
が
多
い
も
の
の
低
調

　

各
種
世
論
調
査
に
よ
る
と
、
政
府

の
年
金
制
度
改
正
案
に
対
す
る
支
持

は
低
い
。世
論
調
査
会
社
Ｃ
Ｓ
Ａ
の

調
査
結
果
に
よ
る
と
、
六
九
％
の
国

民
が
改
正
案
を
「
ど
ち
ら
か
と
い
う

と
悪
い
方
向
」と
考
え
て
お
り
、五

五
％
が
年
金
を
満
額
受
給
す
る
た
め

に
必
要
な
保
険
料
拠
出
期
間
の
延
長

に
反
対
し
て
い
る（
11
）。
し
か
し
な

が
ら
、
公
的
年
金
支
給
開
始
年
齢
が

六
〇
歳
か
ら
六
二
歳
へ
引
き
上
げ
ら

れ
た
二
〇
一
〇
年
の
年
金
改
革
の
よ

う
な
強
い
反
発
が
あ
る
わ
け
で
は
な

い
。
九
月
一
〇
日
に
、
労
働
組
合
の

Ｃ
Ｇ
Ｔ
、
Ｆ
Ｏ
、
Ｆ
Ｓ
Ｕ
、

S
olidaires

が
呼
び
か
け
て
全
国
で

行
わ
れ
た
抗
議
活
動
に
参
加
し
た
の

は
、
Ｃ
Ｇ
Ｔ
発
表
で
三
七
万
人
、
警

察
発
表
で
一
五
万
人
に
過
ぎ
な
か
っ

た
。
他
の
労
働
組
合
、
Ｃ
Ｆ
Ｄ
Ｔ
、

Ｃ
Ｆ
Ｔ
Ｃ
、
Ｃ
Ｇ
Ｃ
、
Ｕ
Ｎ
Ｓ
Ａ
が

抗
議
行
動
に
参
加
し
な
か
っ
た
た
め

で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
二
〇
一
〇
年

の
改
革
時
に
は
、
動
員
数
が
警
察
発

表
で
一
〇
〇
万
人
を
超
え
る
抗
議
活

動
に
発
展
し
て
い
た
。
労
働
組
合
の

対
応
が
大
き
く
割
れ
た
た
め
、
国
民

の
大
き
な
抗
議
活
動
に
発
展
す
る
こ

と
は
な
く
、
政
府
は
改
正
案
の
骨
格

を
守
る
こ
と
が
で
き
た
と
言
え
る
。

　

こ
の
公
的
年
金
制
度
の
改
正
法
案

（
12
）は
、
九
月
一
八
日
の
閣
議
で
決

定
さ
れ
、
一
〇
月
七
日
か
ら
下
院
で

審
議
さ
れ
一
五
日
に
可
決
、
二
八
日

か
ら
上
院
で
審
議
さ
れ
て
い
る
。

［
注
］

１　

満
額
受
給
開
始
年
齢
は
、
一
九
五
三
年

生
ま
れ
の
場
合
、
六
一
歳
二
カ
月
、
一
九

五
四
年
生
ま
れ
の
場
合
、
六
一
歳
七
カ
月
、

一
九
五
五
年
生
ま
れ
の
場
合
、六
二
歳（
二

〇
一
七
年
一
月
一
日
か
ら
）
で
あ
る
。

２　

Plafond de la Sécurité Sociale

３　

em
ploi pénible

４　

C
om

pte personnel de prévention de 

la pénibilité

５　

indem
nités journalières des salariées 

en congé de m
aternité

６　

apprentissage

７　

m
inim

um
 vieillesse

。
六
五
歳
以
上

の
高
齢
者
の
最
低
所
得
を
保
証
す
る
制

度
で
、
一
定
の
収
入
以
下
の
無･

低
所

得
高
齢
者
に
年
金
を
支
給
す
る
制
度
。

８　

G
a

tta
z

: «
u

n
e

 n
o

n
-ré

fo
rm

e 

dangereuse», 28 août, L
e Figaro

	
(h

ttp
://w

w
w

.le
fig

a
ro

.fr/fla
sh

-

eco
/2

0
1

3
/0

8
/2

7
/9

7
0

0
2

-2
0

1
3

0
8

2
7 

F
IL

W
W

W
00515-pierre-gattaz-une-

non-reform
e-dangereuse.php)

９Pierre M
oscovici chante la sérénade au 

M
edef, 29 août, L

iberation

	
(http://w

w
w

.liberation.fr/econom
ie/ 

2013/08/29/pierre-m
oscovici-chante-

la-serenade-au-m
edef_928047)
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P
etites retraites: T

ouraine donne le 

tournis, 1 septem
bre, L

iberation

	
(http://w

w
w

.liberation.fr/econom
ie/ 

2013/09/01/petites-retraites-touraine-

donne-le-tournis_928720)

11　

L
es F

ran
çais et la réfo

rm
e d

es 

retraites, Institut C
SA

 pour l’H
um

anité, 

Septem
bre 2013

（
世
論
調
査
会
社
Ｃ
Ｓ

Ａ
が
九
月
二
日
～
四
日
に
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
に
よ
っ
て
全
国
九
八
八
人
を
対

象
に
実
施
し
た
調
査
結
果
）。
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anit%

C
3%

A
9

）

	
P

lus de 80%
 des F

rançais se disent 

inquiets pour leur retraite, 1 septem
bre, 

L
iberation

	
(http://w

w
w

.liberation.fr/econom
ie/ 

2013/09/09/plus-de-80-des-francais-se-

d
isen

t-in
q

u
iets-p

o
u

r-leu
r-retraite_ 

930391)

12　

P
rojet de loi garantissant l’avenir et 

la justice du systèm
e de retraites

【
参
考
資
料
】

厚
生
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（18 septem

bre 

2013: M
arisol T

ouraine présente le 

projet de loi sur la réform
e des retraites 

en C
onseil des M

inistres

）

	
(http://w

w
w

.social-sante.gouv.fr/IM
G

/

pdf/D
P-reform

e_des_retraites-2.pdf)

政
府
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト

	
(http://w

w
w

.gouvernem
ent.fr/prem

ier-

m
inistre/la-reform

e-des-retraites-en-4-

videos-et-3-infographies)

R
etraites: une non-réform

e inacceptable

（
Ｍ
Ｅ
Ｄ
Ｅ
Ｆ
に
よ
る
声
明
）

	
(h

ttp
://w

w
w

.m
ed

ef.co
m

/m
ed

ef-tv
/

actualites/detail/article/retraites-une-

non-reform
e-inacceptable.htm

l)

U
ne réform

e qui penalize les salariés et la 

jeunesse

（
Ｃ
Ｇ
Ｔ
に
よ
る
声
明
）

	
(http://w

w
w

.cgt.fr/U
ne-reform

e-qui-

penalise-les.htm
l)

	
(h

ttp
://w

w
w

.cg
t.fr/IM

G
/p

d
f/1

2
2

_

com
m

_270813.pdf)

（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
最
終
閲
覧
：
二
〇

一
三
年
一
〇
月
一
七
日
）

（
国
際
研
究
部
）
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国
務
院
は
九
月
、「
介
護
産
業
の
発

展
に
関
す
る
若
干
の
意
見
」（
以
下

「
意
見
」）
を
発
表
し
た
。「
意
見
」

は
、
ベ
ッ
ド
数
の
増
加
な
ど
介
護
施

設
の
拡
充
、
施
設
を
政
府
で
設
立
し

民
間
で
運
営
す
る
「
公
設
民
営
」
の

推
進
、
介
護
労
働
者
の
育
成
の
強
化

な
ど
を
打
ち
出
し
て
い
る
。

特
有
の
問
題
―
―
「
未
富
先

老
」
「
空
巣
老
人
」

　

目
下
、
高
齢
化
が
進
み
つ
つ
あ
る

中
国
で
は
、
国
民
の
老
後
の
生
活
保

障
の
あ
り
方
が
以
前
に
も
増
し
て
注

目
さ
れ
つ
つ
あ
る
。「
意
見
」
に
よ

れ
ば
、
二
〇
一
二
年
末
時
点
で
の
六

〇
歳
以
上
人
口
は
一
億
九
三
九
〇
万

人
に
達
し
て
お
り
（
図
表
１
）、
二

〇
二
〇
年
に
は
二
億
四
三
〇
〇
万
人
、

二
〇
二
五
年
に
は
三
億
人
に
到
達
す

る
と
予
測
さ
れ
て
い
る
。
高
齢
化
は

多
く
の
国
が
直
面
し
て
い
る
現
象
で

は
あ
る
が
、
中
国
の
場
合
は
「
未
富

先
老
」、「
空
巣
老
人
」
と
呼
ば
れ
る

特
有
の
問
題
を
抱
え
て
い
る
。

　
「
未
富
先
老
」
と
は
、
経
済
的
に

豊
か
に
な
る
前
に
高
齢
化
が
進
む
状

態
を
指
す
。
多
く
の
先
進
国
は
高
齢

化
社
会
に
突
入
す
る
前
に
、
一
人
当

た
り
Ｇ
Ｄ
Ｐ
が
一
万
～
三
万
ド
ル
程

度
に
達
し
て
い
る
。
一
方
で
中
国
の

場
合
は
二
〇
一
二
年
の
一
人
当
た
り

Ｇ
Ｄ
Ｐ
が
約
三
万
八
〇
〇
〇
元
で
米

ド
ル
換
算
に
し
て
六
〇
〇
〇
ド
ル
弱

に
留
ま
っ
て
い
る
。
そ
う
し
た
背
景

に
加
え
て
、
年
金
制
度
が
必
ず
し
も

十
分
で
は
な
い
こ
と
や
物
価
の
高
騰

も
あ
り
、
多
く
の
高
齢
者
が
老
後
の

準
備
と
し
て
の
蓄
え
が
十
分
に
整
わ

な
い
中
で
、
高
齢
化
社
会
へ
と
突
入

し
よ
う
と
し
て
い
る
。

　
「
空
巣
老
人
」
は
、
高
齢
者
夫
婦

の
み
で
生
活
す
る
世
帯
や
、
高
齢
者

が
単
身
で
生
活
す
る
世
帯
を
指
す
用

語
で
あ
り
、
そ
の
世
帯
の
割
合
は
都

市
・
農
村
の
双
方
で
増
加
傾
向
に
あ

る
（
図
表
２
）。「
一
人
っ
子
政
策
」

の
影
響
も
あ
り
、
現
在
の
一
般
的
な

家
庭
構
成
は
二
人
夫
婦
が
四
人
の
老

人
と
一
人
の
子
供
を
養
う
状
況
に
あ

る
。
こ
う
し
た
状
況
下
で
は
家
庭
内

だ
け
で
高
齢
者
の
世
話
を
す
る
こ
と

は
困
難
で
あ
る
。

　

上
記
の
よ
う
独
特
な
状
況
の
下
で

高
齢
化
は
進
行
し
て
お
り
、
高
齢
者

の
生
活
を
保
障
す
る
た
め
に
、
ど
の

よ
う
に
社
会
イ
ン
フ
ラ
を
整
備
す
る

の
か
、
ど
の
よ
う
な
社
会
保
障
制
度

を
制
定
す
べ
き
か
、
そ
し
て
ど
の
よ

う
な
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
べ
き

か
は
、
大
き
な
注
目
を
集
め
て
い
る

問
題
で
あ
る
。

介
護
施
設
の
建
設
を
加
速

　

上
記
の
状
況
へ
の
対
策
と
し
て
、

「
意
見
」
で
取
り
組
み
が
表
明
さ
れ

た
の
が
介
護
施
設
の
拡
充
で
あ
る
。

　

九
〇
％
以
上
の
郷
鎮
区
域
、
六

〇
％
以
上
の
農
村
区
域
に
介
護
サ
ー

ビ
ス
を
総
合
的
に
提
供
す
る
施
設
を

建
設
す
る
と
し
て
い
る
。
ま
た
介
護

用
ベ
ッ
ド
の
数
を
、
二
〇
一
二
年
の

千
人
当
た
り
二
一
・
五
床
か
ら
三
五

～
四
〇
床
に
ま
で
増
加
さ
せ
る
こ
と

を
目
標
と
し
て
い
る
。
近
年
中
国
政

府
は
介
護
用
ベ
ッ
ド
数
を
急
ピ
ッ
チ

で
拡
充
し
て
お
り
、
民
生
部
の
統
計

に
よ
れ
ば
介
護
用
ベ
ッ
ド
数
は
二
〇

一
一
年
の
一
〇
〇
〇
人
あ
た
り
一

九
・
一
床
か
ら
二
〇
一
二
年
に
は
二

一
・
五
床
ま
で
増
加
し
て
い
る
。

政
府
が
建
設
し
民
間
が
運
営
へ

　
「
意
見
」
で
は
公
的
介
護
施
設
の

民
営
化
に
も
言
及
し
て
い
る
。
今
後
、

公
的
介
護
施
設
は
主
に
「
三
無
老

人
」（
労
働
能
力
・
収
入
・
扶
養
者
の

い
ず
れ
も
が
な
い
高
齢
者
）
や
低
所

得
者
な
ど
を
優
先
的
な
対
象
と
し
て
、

無
料
あ
る
い
は
低
額
の
費
用
で
介
護

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
と
し
て
い
る
。

公
的
介
護
施
設
は
概
し
て
「
一
床
難

求
」（
施
設
に
入
居
し
よ
う
と
し
て
も

応
募
者
が
多
く
、
長
け
れ
ば
入
居
ま

で
に
一
〇
年
か
か
る
場
合
も
あ
る
）

の
状
態
に
あ
る
。
施
設
や
介
護
人
員

の
配
置
は
全
て
政
府
主
導
で
実
施
さ

れ
て
お
り
信
頼
が
高
い
。
た
だ
し

サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
は
必
ず
し
も
満

足
度
が
高
い
わ
け
で
は
な
い
。

　

一
方
で
私
営
の
介
護
施
設
は
、
費

用
が
高
く
介
護
人
員
も
充
足
し
て
い

な
い
た
め
、
人
気
が
な
く
ベ
ッ
ド
も

か
な
り
空
き
が
あ
る
状
況
で
あ
る
。

そ
れ
で
も
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
は
一

定
の
評
価
を
得
て
い
る
。

　

上
記
の
よ
う
に
、
公
的
・
私
営
介

護
施
設
に
は
そ
れ
ぞ
れ
一
長
一
短
が

あ
る
た
め
、
両
者
の
メ
リ
ッ
ト
を
取

り
入
れ
る
べ
く
、
政
府
は
「
公
設
民

営
」の
試
行
に
言
及
し
て
い
る
。「
公

設
民
営
」
と
は
政
府
が
介
護
施
設
を

設
立
し
た
上
で
、
民
間
に
運
営
を
委

託
す
る
こ
と
を
指
す
。
条
件
が
整
っ

た
地
方
か
ら
随
時
「
公
設
民
営
」
方

式
を
展
開
さ
せ
る
と
し
て
い
る
。「
公

設
民
営
」
に
関
す
る
法
案
は
本
年
の

年
末
に
も
制
定
さ
れ
る
予
定
だ
と
民

政
部
は
表
明
し
て
い
る
。

　

な
お
、
北
京
市
は
「
公
設
民
営
」

に
二
〇
〇
五
年
か
ら
取
り
組
ん
で
お

り
、
か
な
り
の
成
功
を
お
さ
め
て
い

る
。
北
京
市
民
政
部
は
、
今
後
新
た

中
　
国

介
護
産
業
の
発
展
に
向
け
て
国
務
院
が

「
意
見
」
―
―
施
設
の
充
実
や
労
働
者
の

育
成
強
化
な
ど

図表１　60歳以上の人口と総人口に占める割合

図表３　介護用ベッドの数と増加率 
（左軸：ベッド数（万人）、右軸：増加率（％））

図表２　「空巣老人」の割合
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に
設
立
す
る
介
護
施
設
を
全
て
民
間

に
委
託
す
る
こ
と
を
定
め
た
「
北
京

市
養
老
サ
ー
ビ
ス
の
推
進
に
関
す
る

意
見
」
を
本
年
五
月
に
発
表
し
て
い

る
。介

護
従
事
者
は
二
〇
二
〇
年

に
六
〇
〇
万
人
に

　
「
意
見
」
は
リ
ハ
ビ
リ
・
看
護
お

よ
び
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
な
ど
の

専
門
人
材
の
育
成
に
優
先
的
に
取
り

組
む
と
し
て
い
る
。
具
体
的
に
は
大

学
や
専
門
学
校
で
当
該
分
野
を
専
攻

し
た
者
へ
の
、
介
護
産
業
へ
の
従
事

を
奨
励
し
て
い
る
。
例
え
ば
上
海
市

で
は
意
見
に
基
づ
き
、
当
該
産
業
に

就
職
し
た
新
卒
者
に
就
職
手
当
を
支

給
す
る
こ
と
を
検
討
し
て
い
る
。
ま

た
介
護
サ
ー
ビ
ス
産
業
に
お
い
て
、

一
〇
〇
〇
万
人
分
以
上
の
雇
用
機
会

を
提
供
す
る
と
し
て
い
る
。
こ
れ
ら

に
は
、
介
護
従
事
者
（
注
）
だ
け
で

な
く
、
そ
の
周
辺
産
業
に
お
い
て
就

労
す
る
者
も
含
ま
れ
る
。

　

介
護
従
事
者
は
需
要
に
対
し
大
き

く
不
足
し
て
い
る
。
民
政
部
が
公
表

し
た
『
全
国
民
政
人
材
中
長
期
発
展

企
画（
二
〇
一
〇
～
二
〇
二
〇
）』
で

は
、
二
〇
二
〇
年
に
全
国
で
六
〇
〇

万
人
の
介
護
従
事
者
を
確
保
す
る
こ

と
を
目
標
と
し
て
い
る
。し
か
し
、二

〇
一
二
年
末
時
点
で
資
格
保
有
者
は

わ
ず
か
五
万
人
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

介
護
従
事
者
の
離
職
率
は
四
〇
～
五

〇
％
程
度
と
高
い
水
準
に
あ
り
、「
民

政
部
が
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
は

二
〇
二
〇
年
ま
で
に
毎
年
介
護
従
事

者
を
二
〇
〇
万
人
育
成
す
べ
き
だ
」

と
北
京
師
範
大
学
中
国
社
会
管
理
研

究
院
の
張
歓
副
院
長
は
述
べ
て
い
る
。

　

介
護
人
材
が
不
足
し
て
い
る
原
因

の
一
つ
は
低
い
待
遇
に
あ
る
。
本
年

九
月
に
「
第
九
回
全
国
介
護
施
設
院

長
フ
ォ
ー
ラ
ム
」で
発
表
さ
れ
た『
全

国
介
護
従
事
者
賃
金
指
数
』
に
よ
る

と
、
介
護
施
設
に
お
け
る
介
護
従
事

者
の
平
均
賃
金
は
月
二
二
七
二
元
で

あ
る
（
統
計
局
に
よ
れ
ば
、
二
〇
一

二
年
都
市
部
民
間
企
業
従
業
員
の
平

均
賃
金
は
月
二
三
九
六
元
）。
重
労

働
の
仕
事
で
賃
金
も
高
い
と
は
言
え

な
い
状
態
の
た
め
、
離
職
率
は
慢
性

的
に
高
い
状
態
に
あ
る
。

「
リ
バ
ー
ス
・
モ
ー
ゲ
ー

ジ
」
を
試
験
的
実
施

　
「
意
見
」
は
リ
バ
ー
ス
・
モ
ー
ゲ
ー

ジ
の
試
験
的
な
実
施
に
も
言
及
し
た
。

リ
バ
ー
ス
・
モ
ー
ゲ
ー
ジ
で
は
、
不

動
産
所
有
者
が
ロ
ー
ン
を
全
額
返
済

し
た
自
宅
を
担
保
に
し
て
銀
行
な
ど

の
金
融
機
関
か
ら
借
入
れ
を
行
い
、

そ
の
借
入
れ
を
年
金
と
し
て
毎
月
受

け
取
る
。
不
動
産
所
有
者
は
死
亡
を

以
て
不
動
産
を
金
融
機
関
に
提
供
す

る
。
契
約
の
期
間
中
は
当
該
の
不
動

産
に
住
み
続
け
ら
れ
る
こ
と
が
特
徴

で
あ
る
。

　

実
は
、「
意
見
」
の
公
布
よ
り
も
前

に
リ
バ
ー
ス
・
モ
ー
ゲ
ー
ジ
は
二
〇

〇
七
年
に
上
海
・
北
京
・
南
京
・
吉

林
な
ど
の
各
地
の
金
融
機
関
で
試
行

さ
れ
た
が
、
利
用
者
が
少
な
く
い
ず

れ
も
失
敗
に
終
わ
っ
た
。
理
由
は
、

一
つ
目
に
不
動
産
の
住
居
者
・
売
買

権
利
の
保
有
者
は
高
齢
者
だ
け
で
な

く
別
居
す
る
家
族
も
含
む
ケ
ー
ス
が

あ
り
複
数
人
の
合
意
が
難
し
い
こ
と
、

二
つ
目
に
子
女
が
将
来
的
な
不
動
産

の
相
続
を
期
待
し
て
反
対
す
る
こ
と
、

三
つ
目
に
財
産
は
後
代
に
継
承
す
べ

き
だ
と
い
う
伝
統
的
な
観
念
の
存
在

で
あ
る
。

【
参
考
資
料
】

統
計
局
、
民
生
部
、
全
国
老
齢
工
作
委
員

会
弁
公
室
、
畢
麗
傑
『
中
国
都
市
部
に

お
け
る
高
齢
者
介
護
の
社
会
化
─
北
京

市
と
上
海
市
の
事
例
研
究
を
通
じ
て
─
』

［
注
］

　

介
護
従
事
者
は
「
国
家
職
業
基
準
」
に

よ
っ
て
初
級
・
中
級
・
高
級
・
技
師
の

四
等
級
に
分
け
ら
れ
る
。
研
修
時
間
や

研
修
内
容
な
ど
に
よ
っ
て
該
当
す
る
資

格
の
取
得
が
可
能
と
な
る
。
介
護
従
事

者
の
養
成
及
び
資
格
の
取
得
に
関
し
て

は
全
国
統
一
の
試
験
は
な
く
、
各
地
方

政
府
が
独
自
に
実
施
し
て
い
る
。
そ
の

た
め
養
成
に
際
し
て
の
教
育
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
も
そ
の
機
関
ご
と
に
異
な
っ
て
い

る
。
概
況
は
以
下
の
通
り
。

研
修
期
間
：
全
日
制
職
業
訓
練
学
校
で
、

初
級
で
一
八
〇
時
間
以
上
、
中
級
で
一

五
〇
時
間
以
上
、
高
級
で
一
二
〇
時
間

以
上
、
技
師
で
九
〇
時
間
以
上
の
研
修

が
必
要
。

申
請
条
件
（
以
下
の
条
件
の
い
ず
れ
か
一

つ
を
備
え
て
い
る
者
）

初
級
：
初
級
正
規
育
成
訓
練
の
規
定
訓
練

時
間
数
に
達
し
、
卒
業
証
明
を
取
得
し

て
い
る
。
二
年
以
上
継
続
し
て
見
習
い

業
務
に
従
事
し
て
い
る
。

中
級
：
初
級
職
業
資
格
証
明
書
を
取
得
し

た
後
、
二
年
以
上
継
続
し
て
業
務
に
従

事
し
、
中
級
正
規
育
成
訓
練
の
規
定
訓

練
時
間
数
に
達
し
、
卒
業
証
明
を
取
得

し
て
い
る
。
初
級
職
業
資
格
証
明
書
を

取
得
し
た
後
、
五
年
以
上
継
続
し
て
業

務
に
従
事
し
て
い
る
。
労
働
保
障
行
政

部
門
の
審
査
認
定
を
受
け
、
中
等
以
上

の
職
業
学
校
の
卒
業
証
明
を
取
得
し
て

い
る
。

高
級
：
中
級
職
業
資
格
証
明
書
を
取
得
し

た
後
、
四
年
以
上
継
続
し
て
業
務
に
従

事
し
、
高
級
正
規
育
成
訓
練
の
規
定
訓

練
時
間
数
に
達
し
、
卒
業
証
明
を
取
得

し
て
い
る
。
中
級
職
業
資
格
証
明
書
を

取
得
し
た
後
、
六
年
以
上
継
続
し
て
業

務
に
従
事
し
て
い
る
。
高
級
技
工
学
校

又
は
労
働
保
障
行
政
部
門
の
審
査
認
定

を
受
け
て
、
高
等
以
上
の
職
業
学
校
の

卒
業
証
明
を
取
得
し
て
い
る
。

技
師
：
高
級
職
業
資
格
証
明
書
を
取
得
し

た
後
、
五
年
以
上
継
続
し
て
本
職
業
に

従
事
し
、
高
級
育
成
訓
練
の
規
定
訓
練

時
間
数
に
達
し
、
卒
業
証
明
を
取
得
し

て
い
る
。
高
級
職
業
資
格
証
明
書
を
取

得
し
た
後
、
八
年
以
上
継
続
し
て
業
務

に
従
事
し
て
い
る
。
高
級
職
業
資
格
証

明
書
を
取
得
し
た
高
級
技
工
学
校
の
卒

業
者
で
、
二
年
以
上
継
続
し
て
業
務
に

従
事
し
て
い
る
。

（
国
際
研
究
部
）

韓
　
国

二
〇
一
二
年
の
労
組
組
織
率
は 

一
〇
・
三
％
で
二
桁
台
を
維
持

　

雇
用
労
働
部
が
一
〇
月
一
七
日
に

発
表
し
た
「
二
〇
一
二
年
全
国
労
働

組
合
組
織
現
況
」
に
よ
る
と
、
二
〇

一
二
年
末
現
在
の
労
働
組
合
数
は
五

一
七
七
組
合
で
、
前
年
よ
り
五
七
組

合
（
一
・
一
％
）
増
加
し
た
。
労
働

組
合
員
数
は
一
七
八
万
一
三
三
七
人

で
、
前
年
よ
り
六
万
一
四
一
五
人

（
三
・
六
％
）
増
加
し
た
。
賃
金
労

働
者
全
体
（
一
七
七
六
万
三
〇
〇
〇

人
）
に
占
め
る
労
働
組
合
員
の
割
合

（
組
織
率
）
は
一
〇
・
三
％
で
前
年

よ
り
〇
・
二
％
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
た
。

複
数
労
組
制
導
入
に
よ
り
組

合
員
数
が
増
加

　

組
織
率
は
一
九
八
九
年
に
一
九
・

八
％
の
頂
点
に
達
し
た
後
、
継
続
的

に
下
落
し
、二
〇
一
〇
年
は
九
・
八
％

ま
で
低
下
し
た
。
そ
の
後
、
二
〇
一

一
年
七
月
か
ら
一
つ
の
事
業
所
に
複

数
の
労
働
組
合
の
設
立
を
認
め
る
複

数
労
働
組
合
制
度
が
導
入
さ
れ
た
影

響
で
、
二
〇
一
一
年
の
組
織
率
は
一

〇
・
一
％
を
記
録
し
、
二
〇
一
二
年

も
二
桁
台
の
組
織
率
を
維
持
し
た

（
図
１
）。

　

上
部
組
織
別
に
は
、
韓
国
労
働
組

合
総
連
盟
（
韓
国
労
総
）
の
加
盟
組

合
員
数
は
、
前
年
比
四
万
人
（
五
・

二
％
）増
の
八
〇
万
八
六
六
四
人（
全

体
の
四
五
・
四
％
）、
全
国
民
主
労

働
組
合
総
連
盟
（
民
主
労
総
）
の
加

盟
組
合
員
数
は
、
前
年
比
四
万
二
〇

〇
〇
人
（
七
・
五
％
）
増
の
六
〇
万

四
七
〇
五
人（
全
体
の
三
三
・
九
％
）
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で
あ
っ
た
（
表
１
）。

　

二
〇
一
一
年
一
一
月
に
結
成
さ
れ

た
第
三
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
セ
ン
タ
ー
で

あ
る
国
民
労
働
組
合
総
連
盟
（
国
民

労
総
）
の
加
盟
組
合
員
数
は
一
万
七

九
一
四
人
（
全
体
の
一
・
〇
％
）
で
、

前
年
比
四
〇
〇
〇
人（
一
八
・
二
％
）

減
少
し
た
。
上
部
組
織
に
加
入
し
て

い
な
い
未
加
盟
労
働
組
合
の
組
合
員

数
は
三
五
万
人
で
、
全
体
の
一
九
・

七
％
を
占
め
て
い
た
。

　

韓
国
労
総
と
民
主
労
総
の
加
盟
単

位
労
組
は
、
二
〇
一
一
年
よ
り
そ
れ

ぞ
れ
五
二
組
合
、
三
二
組
合
減
少
し
、

国
民
労
総
の
加
盟
単
位
労
組
は
一
三

組
合
増
加
し
た
。

　

規
模
別
に
は
、
組
合
員
数
五
〇
人

未
満
の
小
規
模
労
組
が
二
六
三
七
組

合
（
五
〇
・
九
％
）
で
最
も
多
か
っ

た
。
組
合
員
数
一
〇
〇
〇
人
以
上
の

大
規
模
労
組
は
、二
一
一
組
合
（
四
・

一
％
）
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、

組
合
員
数
で
見
る
と
、
一
〇
〇
〇
人

以
上
の
労
組
の
加
盟
組
合
員
数
は
一

二
八
万
九
二
六
九
人
で
、
全
体
の
七

二
・
四
％
を
占
め
て
い
た
。
組
合
員

数
五
〇
人
未
満
の
労
組
の
加
盟
組
合

員
数
は
、
四
万
二
八
五
六
人
（
二
・

四
％
）
に
と
ど
ま
っ
た
（
表
２
）。

　

部
門
別
に
見
る
と
、
民
間
部
門
の

組
合
員
数
は
一
五
二
万
六
〇
〇
〇
人

で
前
年
比
六
万
七
〇
〇
〇
人
増
加
し
、

組
織
率
は
九
・
二
％
で
前
年
比
〇
・

三
％
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
た
。
一
方
、

公
務
員
労
組
の
組
合
員
数
は
一
八
万

六
〇
〇
〇
人
で
前
年
比
一
〇
〇
〇
人

減
少
し
、
組
織
率
は
五
八
・
八
％
で

前
年
比
横
ば
い
で
あ
っ
た
。
教
員
労

組
の
組
合
員
数
は
七
万
人
で
前
年
比

四
〇
〇
〇
人
減
少
し
、
組
織
率
も
一

七
・
三
％
と
減
少
傾
向
が
続
い
て
い

る
（
図
２
）。

　

労
働
組
合
員
数
が
増
加
し
、
組
織

率
が
上
昇
し
た
要
因
に
つ
い
て
、
労

働
界
で
は
、
複
数
労
組
の
設
立
が
許

可
さ
れ
、
労
組
の
設
立
自
体
が
増
え

た
こ
と
、
労
働
市
場
に
お
け
る
社
会

的
脆
弱
階
層
で
あ
る
学
校
の
非
正
規

職
員
や
公
共
機
関
の
無
期
契
約
職
員

が
労
働
組
合
を
設
立
し
た
こ
と
な
ど

が
影
響
を
及
ぼ
し
た
と
見
て
い
る
。

（
国
際
研
究
部
）

資料出所：雇用労働部

図１　労働組合組織率及び組合員数の推移（単位：千人、％）

資料出所：雇用労働部

表１　上部組織別　組合員数（単位：人、％）

上部組織 2011 2012 増減

韓国労総 768,953 （44.7%） 808,664 （45.4%） 39,711 （5.2%）

民主労総 562,310 （32.7%） 604,705 （33.9%） 42,395 （7.5%）

国民労総 21,913 （1.3%） 17,914 （1.0%） -3,999 （18.2%）

未加盟 366,746 （21.3%） 350,054 （19.7%） -16,692 （4.6%）

全体 1,719,922 （100.0%） 1,781,337 （100.0%） 61,415 （3.6%）

資料出所：雇用労働部

図２　部門別　労働組合組織率（％）
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資料出所：雇用労働部

表２　規模別組合員数（単位：個、人、％）

規模 50人未満 50 ～ 99 100 ～ 299 300 ～ 499 500 ～ 999 1000人以上 総計

労働組合数 2,637 877 1,028 236 188 211 5,177

構成比（％） 50.9 16.9 19.9 4.6 3.6 4.1 100.0 

組合員数 42,856 61,650 168,578 89,553 129,431 1,289,269 1,781,337

構成比（％） 2.4 3.5 9.5 5.0 7.3 72.4 100.0 


